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活
か
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る
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物
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公
共
施
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を
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い
に
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昭和41年(6月末）昭和46年(6月末）昭和51年(6月末）

2,765人 2,235人 2,029人

2,925人 2,278人 2,106人
5,690人 4,513人 4,135人

1,250世帯 1,165世帯
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ち
ゃ
ん
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鹿
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さ
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二
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ゃ
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お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

旦底 町

地

お
誕
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0
文
化
財
を
守
る
。

第 1表

l 
昭和50年度主要建設事業一覧表

I事業費 II番号I

実受事のるあも条よ
施け業補分らと件うこ
致てを助野ゆでのなの

|
|
＇
美
し
い
空
、
う
ま
い
空
気

高
い
機
能
を
も
っ
「
ま
ち
」

あ
る
。
生
活
道
路
が
縦
横
に
め

連
し
、
町
の
中
心
へ
は
、
い
ず

す
る
。

（
肱
川
町
の
将
来

私
た
ち
の
町
「
肱
川
町
」
は

い
町
を
め
ざ
し
て
、
新
し
い
町

「
大
切
に
」
運
動
や
小
さ
い

日
々
め
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す

て
い
っ
た
ら
よ
い
の
か
。

_
＿
し
て
、
今
月
は
町
の
建
設
事
業

肱
川
町
は
変
化
に
富
む
地
勢

の
た
め
に
、
一
部
で
は
、
農
業

振
興
地
域
の
指
定
を
受
け
さ
ら

に
過
疎
、
辺
地
、
奥
地
急
傾
斜

地
す
べ
り
、
自
然
公
園
等
々
非

常
に
数
多
く
の
地
域
指
定
を
受

け
て
お
り
ま
す
。

0
部
落
や
組
を
育
て
る
。

番号 種別 1 地区名 1 事業費 いよし

千円 千円 戸徳戸は1，町足適路等線のm現10l滉i'← まうま1 団体営農道 10,100 26 公共貸付 8,000 す゚にす
2 II 23,836 27 II 2,000 事の
3 II 10,100 28 地方改善舗装 14,700 業で
4 //' 3,030 29 町道災害復旧 326 は ‘ 
5 II •• 3, 030 30 11 161 経にらぞ道つザ 第

7 II II 3, 030 32 II 207 、
8 //. II 2 424 33 // 401 のづ： i のは新事 は の に表
9 II II 2， :424 34 II 654 逐議 きヽ 誓‘設業ル じ 渡に
10 すべ 21,145 35 // 433 次決 そしにドめ つ見
,11 地第二次農り農構 51,100 36 ,, 538 町 を町 かのれたよ！ ‘町事補助 てる

14 5,200 39 // 303 るつる申のし‘ な礎地お 五 二めこ ま

15 5,720 40 II 151 状い路し， て； おと >―よ 級 表るの とた
16 3,500 41 // 265 態て線出おに道なび線の しは

17 4,900 42 農道災害復旧 699 でののが り 限， つ ； ， にと g 盈旦 て‘
18 1,850 43 // 436 すみ内少まりての 分お等 >
19 // 15'600 44 // 2'204 ., 0 、'＜ なっすの配 い> 類 n は 至n刃心

20 II 2,000 45 II 1,699 配 約 ＜ てが 置 ま キノ‘ に 、 定
21 11 3,300 46 11 6,545 _ 、_、_、 c: 

22 特殊改良二種 12,000 47 水路災害復旧 1,006 置三 -ノへ‘ のは す゚ 費>れ ーよ｀ てしの
23 県単補助舗装 5,000 48 II 1,867 さ分対現地習＼ノ 承‘ に ‘級っ 農
24 I/ 3,000'49 // ヽ 4,547 れの象実元を認三 等対 改線て い道
25 県単補助橋梁 12,000 1} ロ 計 303,307 てーとに負補を級 のすエ良か‘で ま ‘

道

路

新

設

装 : ： :('9 :・， 

＇ 

（
「
大
切
に
」
運
動
八
月
の
目
標
）

集
音
マ
ィ
タ
、

紳
．．
 

-

i

真
心
の
政
治
を
め
ざ
し
て
／

実匹

i

今
回
は
三
期
連
続
当
選
の
岡
配
慮
し
心
の
開
発
も
合
せ
、

'

施
で
ぎ
る
よ
う
、
和
の
精
神
を

io
「
え
え
の
が
で
ぎ
ま
し
た
な

符
利
三
議
員
の
出
番
で
す
。

、

強

調

し
た
い
。

i

現
在
奥
さ
ん
、
お
父
さ
ん
〇
団
体
長
会
で
も
も
っ
と
、

真
ご
ぁ
、
ち
よ
っ
と
中
を
見
せ
て
や

剣
に
話
し
合
い
を
重
ね
肱
川
町
一
ん
な
は
い
や
。
」
ど
う
ぞ
気
軽

i

男
の
子
供
さ
ん
二
人
の
五
人
家

の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
役
し
匹
に
お
い
で
下
さ
い
。

寂
と
に
わ
と
り
（
ブ
ロ
イ
ラ
ー
）

い
。
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て

i

職
員
も
や
る
気
で
お
り
ま
す

宍
、

0
0
0羽
の
い
る
平
和
な

そ
こ
に
何
か
が
生
れ
て
く
る
庄
。
（

6
．
4
役
場
新
庁
舎
へ
移

萌
る
い
家
庭
で
す
。

ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
お
互

i

転
完
了
）

i

◎
政
治
信
条
ー
住
民
の
代
表
と

「
気
が
つ
い
て
か
ら
で
は
遅

し
て
の
使
命
を
い
の
立
場
を
尊
重
し
た
和
の
精
―

，
ま
っ
と
う
し
、
神
を
忘
れ
な
い
で
捻
し
い
。
相
二
〇

ん
手
（
町
民
、
農
民
一
す
ぎ
る
」
年
に
一
度
は
受
け
ま

＞．
9

／

組
合
員
）
は
一
人
匹
し
よ
う
。

さ
で

＼

レ

て
あ
る
こ
と
を
／
．

i

あ
な
た
も
検
診
を
受
け
た
ら

＿
＿

＿
―(文
囀
〗
二
い
[
〗

[
[
l

-

．
t

、
う
そ
い
つ
わ
り
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
住
ご
J

の
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
名
曲
、

．．
 

の
な
い
、

真
心
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
；
テ
ノ
ト
の
張
り
方
も
覚
え
た
し

の
政
治
を
め
ざ
て
大
切
に
し
、
慎
重
に
慎
重
一
友
違
も
沢
山
で
き
た
。

を
期
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
コ
~

ノ
セ
ン
サ
ス
が
必
要
◎
先
生
方

i

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
集

じ
た
い
。

が
も
う
少
し
積
極
的
に
地
域
圧
団
活
動
で
、
公
共
心
を
養
成
し

窃
農
林
業
対
策
ー
肱
川
町
は
農
、

麻
業
が
主
体
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
け
こ
も
う
と
す
る
姿
勢
が
低
匹
奉
仕
の
精
神
、
感
謝
の
気
持
を

可
え
て
観
光
開
発
を
考
え
た
し
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
咤
一
育
て
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。

感
想
「
帰
る
と
ぎ
に
は
、
三

応
。
観
光
開
発
は
地
域
の
特
性
の
整
備
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
”

i

を
生
か
す
方
向
で
進
め
る
必
要
週
に
一
回
で
も
い
い
住
宅
に
泊

i

京
あ
る
し
、
農
林
業
振
興
と
連
っ
て
父
兄
の
相
談
相
手
に
な
ゑ
日
間
が
短
く
感
じ
た
。
」

12
町
内
小
学

6

.

l

6
.
 

蒻
し
た
形
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
こ
と
も
―
つ
の
方
法
と
考
え
る
~
（

て
御
在
所
の
森
林
総
合
利
用
◎
問
題
は
多
く
あ
る
が
和
の
精
＂
校
五
年
生
七
十
人
、
野
村
少
年

新
設
改
良
に
比
べ
舗
装
工
事
計
画
に
着
目
し
た
い
。
神
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
。
占
口
然
の
家
入
家
）

主
〇
農
林
業
の
振
興
対
策
を
よ
り

-0
町
で
進
め
て
い
る
小
規
模
基

◎
岡
村
議
員
は
農
林
業
お
よ
び
＿

薔
整
備
事
業
は
大
変
よ
い
発
想
教
育
精
通
中
堅
議
員
と
し
て

量
は
、
将
来
ま
す
ま
す
増
大
一

に
、
現
在
町
道
な
ど
の
総
延
長
す
る
こ
と
は
確
実
で
す
。

i

で
あ
る
が
、
地
域
の
住
民
の
闇
民
か
ら
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ

i

き
め
細
か
く
、
小
規
模
基
盤
整

は
一
七
〇
認
を
越
え
て
お
り
‘
毎
年
八
月
に
各
部
落
か
ら
と
一
で
い
が
み
あ
い
が
な
い
よ
う
に
れ
て
い
ま
す
。
一
備
事
業
の
推
進
を
円
滑
に
、
（

r
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一
五
三
の
路
線
を
鹿
野
川
か
ら
り
ま
と
め
て
い
る
地
域
振
興
事

“
6
．
甘
肱
川
町
農
林
業
対
策
会

議
の
幹
事
会
、
お
よ
び
技
術
者

表

線

線

km

部
会
発
足
）

つ
な
ぎ
合
せ
る
と
、
香
川
県
の
業
の
要
望
を
見
ま
し
て
も
、
ト

ヽ

J

線

級

路

9

。

0
且
史
篇
現
代
版
、

「
私
の
意

多
度
津
町
に
届
く
ま
で
に
伸
長
ッ
プ
は
舗
装
工
事
で
す
。
現
在

、

見

箱
」
は
町
内
十
四
か
所
に
設

し

て

お

り

ま

す

。

町

で

は

、

特

に

二

級

線

以

上

の

4
3
4
3
2

路

を
置
、

「
公
園
を
も
っ
と
整
備
し

従
っ
て
、
将
来
新
設
道
路
と
路
線
に
つ
い
て
、
計
画
的
に
舗
別

、
J

、
J

て
は
」
な
ど
意
見
多
数

(
6
.

し
て
考
え
ら
れ
る
路
線
は
、
町
装
を
進
め
る
よ
う
検
討
を
し
て
級
線
線

kl

丘
直

単

独

に

よ

り

年

次

計

画

で

施

工

お

り

ま

す

。

等

5
麟

5

t
線

km

道
疇
叫

14
開
箱
）

理
理
〇
あ
ま
り
の
美
声
に
、
山
の
う

• 

1

一
I
I

口
．
欠口▼

4

し
て
い
る
主
要
連
絡
道
の
五
路
第
一
表
の
と
お
り
昭
和
五
＋
の

ぐ
い
す
が
た
ま
げ
て
鳴
き
ゃ
ん

、

管

管

3

1

 

だ
。
さ
ら
に
よ
い
放
送
に
。
（

1

1

線

路

45

は
町
町
町

線
と
、
団
体
営
道
野
尾
線
が
確
年
度
に
お
い
て
も
、

八
千
万
円
等

線
線

畑

合

5

7

級

61

定
そ
の
他
は
、
観
光
開
発
的
要
程
度
の
舗
装
工
事
を
施
工
し
て
道
級
路
．

素
を
含
む
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
構
い
ま
す
が
本
年
度
以
降
も
概
ね
町

1

1

6

2

5

3

等

1
2
3

6
.22
農
事
放
送
担
当
者
会
）

〇

「
町
長
さ
ん
。

僕
ら
の
意
見

想

な

ど

が

、

底

つ

底

つ

話

題

と

八

千

万

円

か

ら

一

億

円

の

工

事

線

線

km

級
路

8

［

や

悩
み
を
聞
い

て
下
さ

い
。
規

表

な
っ
て
い
る
程
度
で
す
。

．

が
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
実
施
で

2

き

る

見

込

み

で

す

。

第

2
2
2
4
6

模
拡
大
や
結
婚
な
ど
、
若
い
農

業
者
を
取
り
ま
く
問
題
を
ざ
っ

道

路

改

良

道

路

網

は

張

り

め

ぐ

ら

さ

れ

く

ば

ら

ん

に

語

る

。

(
6
.
2
8

た

と

い

っ

て

も

、

例

え

ば

滝

山

五

月

の

広

報

で

お

知

ら

せ

し

ま

町

長

と

青

年

農

業

者

と

語

る

会

し
た
よ
う
に
、
「
小
さ
い
構
造
）

さ
さ
や
力
な
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
人
の
方
に
先
を
向
け
る
な
」
と

旦
咋
算
戸
疇
い
□門
小

規

模

の

土

地

基

盤

整

備

’

改
善
事
羹
」
と
い
う
町
独
自
の

O
「
た
と
え
、
竹
ぎ
れ
で
も
、

て
、
み
な
さ
ん
に
差
し
上
げ
て
年
よ
り
は
い
う
。
も
し
、
そ
れ

未
導
入
の
時
代
に
開
設
さ
れ
た

が
銃
で
あ
っ
た
ら
•
…
•
•
取
り
か

道
路
が
、
肱
川
町
に
は
、
非
常
国
や
県
の
補
助
対
象
事
業
と
了
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
こ
の
事
業
は
、
予
想
え
し
が
つ
か
な
い
。

(
7
.
1

し
て
の
、
農
林
業
基
盤
整
備
事
し
か
し
、
町
内
の
農
林
家
の
い
ま
す
。

以
上
の
反
響
を
呼
ん
で
お
り
ま

国
民
安
全
の
日
）

に
多
い
た
め
、
国
庫
補
助
の
特
業
は
、
数
多
く
の
種
類
が
あ
り
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
規
模
拡
大

殊
改
良
事
業
な
ど
に

よ
っ
て
、
ま
す
が
、
補
助
の
要
件
を
満
た
や
経
営
合
理
化
の
た
め
に
、
小

逐
次
巾
員
お
よ
び
、
カ
ー
プ
の
す
適
地
に

つ
い
て
は
、

第
一
次
規
模
な
が
ら
基
盤
整
備
を
実
施
す
の
で
、
将
来
は
肱
川
町
の
建

0
自
作
童
話
な
ど
二
十
三
点
が

ウ
エ
イ
ト
を
占
め
、
真
に
農
林
集
り
大
成
功
。
（
子
供
の
日
に

お
よ
び
、
第
二
次
の
農
林
業
構
し
た
い
希
望
の
方
が
多
い
よ
う
設
事
業
の
う
ち
で
も
、
重
要
な

造
改
善
事
業
と
、
第
一
次
お
よ
で
す
。

改
良
工
事
を
行
い
、
大
型
車
の

運
行
と
将
来
の
舗
装
に
備
え
る
び
第
二
次
の
山
村
振
興
事
業
に
こ
の
よ
う
な
、
意
欲
を
持
っ
家
か
ら
喜
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
合
わ
せ
た
母
さ
ん
の
作
品
募
集

計

画

で

す

。

よ

っ

て

、

低

と
ん
ど
事
業
は
完
た
農
林
家
に
、

町
と
し
て
は
、
こ
と
で
し
ょ
う
。

町内の主要道路も着々と舗装工事がすすめられている

（赤岩～下谷線） 劇•
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＇ ー
河
川

一
． 日

程 表

芝
M
Pハ
肩
七

e

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま

つ
り
を
八
月
七
日
（
雨
天
の

合
八
日
）
に
行
い
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、

し
い
一
日
を
蒻
過
ご
し
下
さ
い
。
（
商
工
観
光
室

慰

天

鹿

士

．

車

前

所

心

謬

げ

ェ

一

鱈

鱈

鱈

麟

鱈

会

中

会

島

中

林

li

林

和

庫

川

原

川
建

野

上

年

場

の

碑

鹿

山
m

．

鹿
霊

上

宮

滝

血

農

肱

農

宇

車

肱

河

時

一ー
0
1
5
~
1
9
~
2
1
~
2
1
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1
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1
1
1
1
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1
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9
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1
0
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会

慰

名

者

血

（

リ

牲

祭

飾

i

奏

フ

会

大

会

事

犠

宮

笹

演

ソ

大

市

り

大

天

夕
K

団

年

ル

木

踊

火

花

盆

花

行

ム

祭

楽

少

一

弁
七
'

ヽ川
愛
護
ー
＇
に
参
加
を
ー
＿

七
月
十
，
五
日
ー
|
|

＿大

切

に

の

な

い

と

こ

ろ

も

あ

り

ま

＇ 
楽 場

靡
頸
J
I
I
墨
ま
つ
り

i. ト

花しつはいロンワー）し
由込みを早く

いて動は落月みツ家クばたせで
゜ 室町長中はの庭 Iい花しお六
下ヘ民まに‘申の）レコいま知月
さし運た部七込部ヘンっ しら号

七
月
二
十
五
日

谷
本
、
兵
頭
、

相
談
員

八
月
五
日

宮
本
、
下
石
相
談
員

八
月
十
五
日

長
田
、
坂
本
相
談
員

八
月
二
十
五
日

楠
野
、

山
中
相
談
員

受
付

九
時
ー
十
六
時

場

所

肱

川
町
公
民
館

（肱
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
）

都
谷

心
配
こ
と
相
談

妊
婦
健
康
相
談

と

き

八

月

十

二
日

九
時
ー
十
一
時

三
十
分

と
こ

ろ

肱

川
町
公
民

館

乳
児
健
康
相
談

と
き

八
日
十
八
日

九
時
ー
十
一
時

三
十
分

・

（
町
民
課
）

鳴

肱川町小規模基盤整備事業の

申込みは役場企画経済課です。

問い合せ電話は ”231111です。

申込み用紙も企画経済課にあります。

右見て．／左見て．／
大谷保育所子じかクラプの集合訓練

て
い
ま
す
し
、

冷

い

水

に

と

び

自

動

車

と

税

金

一

方

、

自

動

車

の
燃
料
に
つ

マ

こ

ん

で

急

死

し
た
り
、

マ

ラ

ソ

現

代

は

ク

ル
マ
社
会
と
い

わ
い
て
は、

国
税
と
し
て
、
ガ
ソ

世
間
一
般
で
は
ン
途
中
で
ば
っ
た
り
倒
れ
て
亡
れ
る
筏
ど
自
動
車
は
私
た
ち
の
リ
ン
に
は
揮
発
油
税
と
地
方
道

'
生
活
の
中
に
溶
け
路
税
が
、

L
P
ガ
ス
に
は
、
石

心
臓
ま
ひ
と
い
う
く
な
る
の
も
、
急
性
の
心
機
能

•••• 

J
`

．
5

込
ん
で
い
ま
す
が
油
ガ
ス
税
が
か
か
り
ま
＇す。

こ
と
ば
を
よ
く
使
不
全
が
役
と
ん
ど
で
す
。

‘
¢
~
i
．翌

・
自
動
車
に
は
ど
ん
ま
た
、
地
方
税
と
し
て
軽
油

い
ま
す
が
、
医
学
突
然
に
起
こ
る
と
考
え
ら
れ

+”i□

す

」

な

税

金

が

か
か
っ

に
は
軽
油
引
取
税
が
か
か
り
ま

的
で
は
あ
ま
り
用
て
い
る
心
臓
ま
ひ
も
、
よ
く
注

意
し
て
い
れ
ば
そ
の
前
ぶ
れ
と

い
ま
せ
ん
。
急
性

す
。
こ
の
よ
う
に
、
自
動
車
に

て
い
る
の
か
ご
存

.,＂

じ
で
し
ょ
う
か
。

の
心
臓
機
能
不
全
い
っ
た
症
状
が
な
い
わ
け
で
は

tし
〗．．
 
i-

あ

り

ま

せ

ん

。

い

5
冒

に
よ
る
突
然
死
を

芯
詞
．
自
動
車
に
か
か
は
い
ろ
い
ろ
と
税
金
が
か
か
っ

さ
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
心
臓
部
に
か
す
か
な
痛
み
を
士
サ
ロ
―
]
る
税
金
に
は
、
国
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
税
金

-
J
[
〗
税
と
し
て

、
物
品

は
、
主
に
道
路
を
整
備
す
る
た

原
因
に
な
る
病
気
と
し
て
は
感
じ
た
り
、
脈
の
乱
れ
な
ど
が
ゞ

あ
っ
た
ら
、
心
臓
の
検
査
を
受

め
の
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い

心
筋
硬
そ
く
、
弁
膜
症
、
．
心

筋

屯

嘉

砂

ぷ

税

（

乗

用

自

動

車

ま
す
。

、
の
み
）
と
自
動
車
重
量
税
カ

炎
、
肺
塞
栓
な
ど
が
主
な
も
の
け
た
い
も
の
で
す
。`

ま
た
、
地
方
税
と
し
て
、
自
動
・

で
す
。
若
い
健
康
な
人
が、

夜

心
臓
の
弱
い
人
は
、

激
し
し

中
に
突
然
死
亡
す
る
、
い
わ
ゆ
ス
ポ
ー
ツ
や
、
不
規
則
な
生
活

る
「
ぽ
っ
く
り
病
」
は
原
発
性
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
車
取
得
税
や
自
動
車
税
、
軽
自

心
筋
疾
患
の
一
っ
と
考
え
ら
れ
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
動
車
税
が
あ
り
ま
す
。
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廿
廿
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に落 り 昔 ゜ い道ずがき
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心

臓

II

交
通
事
故
II

身
近
か
に
起
っ
た
事
故

は
非
常
に
悲
し
い
も
の
で
す
。

今
年
も
、
交
通
事
故
が
多
く
起
ぎ
る

夏
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
、
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
と
し
て
「
夏
の
交
通

事
故
防
止
連
動
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
大
谷
保
育
所
で
は
、
七
月
五
日
、

子
じ
か
ク
ラ
プ
の
集
合
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。訓

練
は
、
肱
川
駐
在
所
の
松
本
巡
査

交
通
指
導
員
の
指
導
で
、
紙
芝
居
や
、

校
庭
で
の
実
地
訓
練
が
行
わ
れ
、
お
母

さ
ん
達
も
園
児
と
共
に
熱
心
に
汗
を
流

し
て
勉
強
し
ま
し
た
。

「
右
見
て
。
左
見
て
。
も
う
一
度
右

を
見
ま
し
よ
う
。
」
「
さ
あ
、
手
を
上

げ
て
わ
た
り
ま
し
よ
う
。
」
指
導
員
の

お
姉
さ
ん
の
声
に
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
か
わ
い

い
手
を
上

げ
て
、
道
路
を
横
断
し
て
い
る
園
児
。

こ
の
子
達
を
悲
惨
な
交
通
事
故
か
ら
、

皆
ん
な
で
守
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 ヒ

令 •9ぶ．；＾g ．．マペ 、；， ？r；•くご、•;因 ， ；． ，＇ ｀ゞ
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おかあさん。ぼくも，わたしも手をあげて横断歩道をわたります。
（大谷保育所で）

はて定も必当れよるとるた前九どをし のいみ にへ家七果
八

か地し品 要然るるい しがこの ‘っピて し三でる五あ＝は六を昨
り域た質で‘°生はて‘と台五て lもか役三と十た三七 ぢみ年
たといの‘改こ産‘‘別も風十いク生しと位‘年る＝五‘る の
いしもす樹植の性 放栗に原に年る と産‘言に しの 已゚ ーと農
もてのぐ 勢‘対の任園憂因よと°し量栽え入い 作

七

戸
にール了‘業し等に稲四普年培

のもでれのま策低園の慮 のるもこては培る りた目 対 以総セた‘山作十通代は肱
でそあた強たと下の老す一被にれ上‘面°‘け別 しで 上栽ン°急野転六畑後‘川
あのる品いはしが枯令べつ害‘は降四積 主‘生 約 の培サ 激へ喚年へ期昭町
る統° 種‘補 てあ 損化ぎでが収‘線十は 幹米産 九全栽面ス にの 以のか和の
°ーそをし植はげ木‘原はあ穫四を八増 作に額 0農 培積の 増植さ降新ら三栗
を し選 かが‘らにあ因あっ直十た年 加 ・目次を 習家農三結 加 栽ら の植の十 栽

もりるに れ連恐大新クカ し地力 てり策 ． ．． 0 0 0 と構 ‘
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るか恵条は りるれ発バル近 労る‘‘と現 の岸従出産い晩中討後し産が岸 ぎ生の筑樹はち 性培
°しま件‘ 予°ば生チカ年 働体収園し在 で根っ荷性ず生生しのて性強根 て産六波勢少 I をさ
てれを 栗 防指栗し等イ ‘ 生制穫内ての あはてのがれのの て品いもくツ 、‘0‘ はな 7 分れ
利たそ栽 措導はつ‘ガク 産に 作道‘栗 り肱価バ安も中中み種る高‘ 単出野 銀 弱い‘ 析て
用自な培 置機削つ強ラス 性し業を可園 捨川格ラ定‘ 間間る選゜＜寿 価荷以寄くが丹 しい
し然えに を関減あじムサ をて等整能の て流もンし樹＾へと定等‘命 ー がが上ッ短単沢 てる
たをては ととすりんジン 向‘が備な改 が域安スて勢田太 にで単も 安かを 命価ッ み品
い限い特 らのる‘な‘‘ 上土省し限善 た特定がおが尻玉 つあ価長 、 くた占 °は る種
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夏
は
涼
し
さ
を
求
め
て、

戸

な

服

装

は

や

め

ま
し
よ
う
。

や
窓
を
開
放
し
た
ま
ま
就
寝
し

0
夜
の
一
人
歩
ぎ
は
や
め
ま
し

た
り
、
夜
遅
く
ま
で
戸
外
に
い
よ
う
。

て
、
ド
ロ
ポ
ー
や
、

ち
漢
の
被
◎
盗
犯
の
防
止

害
に
あ
う
こ

と
が
多
く
な
り
ま

0
戸
締
り
を
し
っ
か
り
と
し
ま

す
。
ま
た
、

夏
休
み
で
学
校
か

し

ょ
う
。

ら
開
放
さ
れ
た
こ
ど
も
が
非
行

0
不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
声

化
し
た
り
、
思
わ
ぬ
事
故

に

あ

を

か
け
ま
し

ょ
う
。

◎
青
少
年
の
非
行
防
止

う
の
も
こ
の
季
節
で
す
。

0
家
庭
の
不
良
雑
誌
は
処
分
じ

地
域
ぐ
る
み
、
家
族
ぐ
る
み

で
注
意
し
あ
っ
て
、

事
故
の

な

ま

し

ょ

う

。

い
楽
し
い
夏
に
い
た
し
ま
し
ょ

0
わ
が
子
で
も
よ
そ
の
子
で
も

゜
ぅ

善
に
は
励
ま
し
の
、
悪
に
は

◎
性

犯

罪

の

防

止

反

省

の

た

め

の

「

愛

の

ひ

と

0
は
だ
が
す
け
て
見
え
る
鴫
ぅ
声
」
を
か
け
ま
し
ょ
う。

「
楽
し
い
夏
」
に
す
る
た
め
に
”
.

一
［栗J.

・



(3) 昭和51年 7月21日発行 ひ じ か わ （第39号）

ん

か

」

、

わ

し

さ

ん

が

、

大

ぎ

つ

れ

て

い

け

ば

よ

か

っ

た

な

あ

出

し

、

筏

っ

と

一

息
|
」
な
ん
て
空
々
し
い
こ
と
を
つ
い
て
、
こ
ん
な
こ

＜
翼
を
広
げ
て
見
せ
ま
し
た
。

言
っ
た
も
の

で

す

。

と

を

考

え

て

い

る

私

そ
ん
な
調
子
で
、
仕
事
も
遊
で
す
。

「
僕
こ
わ
い
よ
」
太
郎
は
し
り

ご
み
し
ま
し
た
。
「
大
丈
夫
で
。
ハ
タ
パ
タ
パ
タ
雪
ど
け
の
『
た
だ
い
ま
』
給
食
の
残
り
の
び
も
別
々
だ
っ
た
の
で
、
話
し
そ
し
て
今
で
は
、

す
よ
こ
わ
く
な
ん
か
あ
り
ま
せ
暖
か
い
日
え
ん
が
わ
で
陽
な
。
ハ
ン
を
あ
げ
る
よ
」
水
た
ま
り
合
う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
話
さ
な
く
て
も
、
何

ん
よ
」
わ
し
さ
ん
は
笑
っ
て
見
た
匠
っ
こ
を
し
て
い
た
チ
ョ
コ
を
よ
け
し
っ
ぽ
を
ふ
り
娘
の
後
ん
で

し
た
。
だ
か
ら
家
庭
と
ぃ
を
考
え
て
い
る
の
か

（

猫

）

が

す

ば

や

く

庭

を

廻

っ

を

追

う

う

も

の

は

一

緒

に

は

居

た

け

れ

が

わ

か

る

よ

う

に

な

、
こ
と
で
は
な
い
こ
れ
を
機
会
に
、
ノ
ー
ト

一
せ
ま
し
た
。
太
郎
は
勇
気
を
だ

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
り
、
気
げ
ん
の
悪
い

五
月
の
児
童
福
祉
過
間

な

ど

な

ま

や

さ

し

し

た

そ

う

か

猫
も
家
族
の
う
ち
か
ど
、す

。

時

は

（

主

人

の

）

当

子
供
の
月
に
ち
な
ん
で
募
集
し

し

か
し
、
そ
れ
を
書
く
と
き
、

冊
を
買
い
、
新
し
い
表
紙
に
気
し
て
の
り
ま
し
た
。
「
お
お
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の

""""'"
――
― ...•.• 

__——-=-— 
•••••. 
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＿
そ
ん
な
生
活
が
二
年
余
り
続
ら
ず
さ
わ
ら
ず
に
し

ま
し
た

II

お
母
さ
ん
の
作
品
II

お
母
さ
ん
の
。
ヘ
ン
は
さ
え
る
。
」
の
き
い
た

II

題
名
II

を
つ
け
て
わ
し
は
大
ぎ
く
羽
ば
た
く
と

ふ

し

ぎ

そ

う

に

、

あ

た

り

を

見

子

供

の

日

、

ぎ

、

そ

し

て

子

供

が

で

ぎ

ま

し

て

い
ま
す
。

は

、

童

話

二

点

を

含

む

二

三

点

と

い

い

ま

す

。

作

文

を

続

け

て

み

て

は

ど

う

で

大

空

へ

舞
い
上
り
ま
し
た
。

ま
わ
し
て
い
ま
し
た

。

恵

―
私
達
親
子
四
人
た
。
続
い
て
二
人
の
男
の
子
に
け
ん
か
に
な
り
ま
す
か
ら
。
っ
て
く
れ
た
子
供
の
成
長
を
見

の
応
募
が

あ

り

ま

し

た

。

は

じ

め

て

文

章

を

書
い
た
お

し
ょ

う

。

お

花

の

国

も

山

も

小
さ
く
低

く

な

り

、

空

か

ら

の

景

色

は

素

は

、

毎

年

ど

こ

恵

ま

れ

ま

し

た

。

そ

ん

な

頃

か

、

作
品
は
、
い
ず
れ
も
楽
し
い

母
さ
ん
も
い
る
で

し
ょ
う
。
書
今
回
の
作
品
に
は
、
順
位
を

し
ゃ
な
こ
と
は
忘
れ
よ
い
こ
と
守
り
な
が
ら
、
楽
し
い
家
庭
を

美

か

へ

行

く

の

が

ら

主

人

と

も

、

底

つ

匠

つ

語
ら
を
考
え
る
よ
う
に
し
、
人
に
何
つ
く
っ
て
い
ぎ
た
い
と
思
っ
て

「
太
郎
、
早
く
起
ぎ
な
さ
い

家
庭
の
よ
う
す
や
、
子
供
た
ち
い
て
見
て
自
分
の
考
え
が
、
は
つ
け
ず
、
応
募
者
に
は
、
記
念

か
言
わ
れ
て
も
、
良
い
方
に
と
お
り
ま
す
。

恒
例
に
な
り
ま
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

の
成
長
を
願
っ
た
心
温
ま
る
作
っ
き
り
し
た
人
、
気
づ
か
な
か
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
晴
し
い
も
の
で
し
た
。
太
郎
は
よ
、

今
日
は

よ
い
天
気
に
な
っ

た
わ
ょ
。
て
る
て
る
坊
主
の
お
ザ
士
〈
し
た
。
今
年
は
子
供
が
病
気
を
し
た
ら
、
一

品

で

し

た

。

っ

た

こ

と

が

見

え

て

き

た

人

い

つ

ま

で

も

な

が

め

て

い

ま

し

た

。

る

よ

う

に

、

気

持

を

若

く

、

楽

「

よ

い

仕

事

は

、

よ

い

家

庭

か

げ

ね

」

バ

ッ

ト

パ

ッ

ト

緒

に

心

配

を

し
た
り
、
ま
た
子

「
子
供
を
育
て
る
こ
と
は
、

・
:
・
:
0

し
く
持
っ
て
暮
ら
す
よ
う
に
し
か
ら
」
と

い
う
よ
う
に
、
大
切

お

母

さ

ん

の

声

に

い

そ

い

で

岡

ゴ

ル

フ

を

し

た

供

が

で

ぎ

て

か

ら

色

々

な

所

へ

て

い

ま

す

。

な

家

庭

を

守

る

主

婦

は

、

大

変

．

た

の
し
く
遊
ん
で
い
る
う
ち

太

郎

は

眠

く

な

り

、

お

父

さ

ん

り

、

つ

つ

じ

を

つ

れ

て

行

っ

て

く

れ

る

よ

う

に

見
た
り
し
ま

し

な

り

ま

し

た

。

家

庭

の

中

で

重

要

な

地

位

を

だ

け

れ

ど

、

や

り

が

い

の

あ

る

太
郎
は
、
あ
わ
よ
」
と
お
母
さ
ん
は
言
っ
た
こ
ん
に
ち
は
、
僕
、
太
郎
で
す
」

と

び
起
ぎ
ま
し
た
。

叶

た

。

子

供

達

も

一

緒

に

動

物

園

へ

行

っ

た

り

し
め
て
い
る
主
婦
が
楽
し
い

ふ
役
目
で
す
。
主
人
、
子
供
と
共

し
た
の
く
る
の
け
ど
、
夜
に
な
っ
て
も
な
か
な
と
い
う
と
、
「
ま
あ
ま
あ
太
郎
ぉ
母
さ
ん
が
、
こ
い
し
く
な
っ

ん
囲
気
を
つ
く
る
よ
う
に
す
る
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

が
楽
し
み
で
た
か
止
み
ま
せ
ん
。

「
そ
う
だ
」
ち

ゃ
ん
、
よ
く
き
た
ね
、
さ
あ
て
ぎ
ま
し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は

大
変
な
は
し
ゃ
ポ
ー
ト
に
乗
っ
た
り
、
映
画
を

城
ぎ
よ
う
で
し
見
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
五
月
の
空
を
雄
々
と
泳
ぐ
こ

ま
り
ま
せ
ん
。
と
太
郎
は
、
て
る
て
る
坊
主
を
ム
「
日
は
、
ゆ
っ
く
り
遊
ん
で
お
い
そ
い
で
お
城
の
ベ
ッ
ド
に
ね

「

お

母

さ

ん

、

作

り

は

じ

め

ま

し

た

。

く

れ

」

お

じ

い

さ

ん

と

お

ば

あ

か

せ

ま

し

た

。

や

さ

し

い

子

守

た

。

す

。

い

の

底

り

の

よ

う

に

。

そ
し
て
私
達
の
家
庭
を
つ
く

子
供
が
で
ぎ
た
こ
と
に
よ
っ
て

そ
ん
な
顔
を
共
通
の
話
題
が
で
き
て
ぎ
て
、

僕
の
好
き
な
ぉ
や
っ

と
出
来
上
っ
た

て
る
て
さ
ん
は
う
れ
し
そ

う

に

む

か

ぇ

歌

を

ぎ

き

な

が

ら

、

太

郎

は

、

嘉

弁
当
た
く
さ

ん

喜

主
を
窓
の
外
に

つ
る
し
て
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
ば

の
広
場

気

持

よ
く
眠
っ

て
し
ま
っ
た
の

み
る
と
、
つ
れ
い
ろ
い
ろ
話
し
合
う
よ
う
に
な

作

っ

て

ね

」

「

あ

し

た

天

気

に

し

て

お

く

れ

で

は

た

く

さ

ん

の

動

物

達

が

な

で

す

。

て

来

て

よ

か

っ

り

ま

し

た

。

け

ん

か

も

も

ち

ろ

「

ハ

イ

、

ハ

イ

」

」

と

い

い

な

が

ら

窓

を

見

上

げ

か

よ

く

あ

そ

ん

で

い

ま

し

た

。

「

太

郎

、

太

郎

」

お

母

さ

ん

の

一

た

と

思

い

ま

ん

し

ま

す

け

ど

…

・

:

。

子

供

が

お

母

さ

互

、

て

い

ま

し

た

。

小

鳥

の

き

れ

い

な

歌

声

に

、

声

に

目

を

さ

ま

し

た

太

郎

は

、

13
す

。

で

ぎ

た

こ

と

に

よ

っ

て

家

庭

と

私
達
は
年
に
い
う
も
の
が
私
に
言
わ
せ
る
と

太
郎
の
う
れ
し
「
太
郎
早
く
お
や
す
み
な
さ
動
物
た
ち
は
、
楽
し
く
踊
る
の

そ

う

な

顔

を

笑

い

よ

」

と

お

母

さ

ん

の

声

。

で

す

、

太

郎

は

、

う

っ

と

り

と

四

、

五

回

こ

ん

で

き

た

よ

う

に

思

い

ま

す

。

っ
て
見
て
い
ま
誓
入
っ
た
け
れ
ど
、
雨
の
一
見
と
れ
て
い
ま
し
た
。

「

さ

あ

な

機
会
を
つ

v
結
婚
九
年
目
に
よ
り
、

今、

し
丘
い
で
す
、
二
戸
旦

°
つい
口
喜
召
し
上
っ
て
」
み
つ

蜂
さ
ん
が

(
3
-
e[[
/□し
｀
汀
噂
彗
〗
[
〗
二

る
け
れ
ど
…
…
づ
つ
ふ
え
る
よ
う
に
順
に
年
を

明
日
は

II

子

供

た

く

さ

ん

の

蜜

を

運

ん

で

く

れ

間
に
か
夢
の
国
に
き
て
い
ま
し

子
供
の
な
い
重
ね
る
に
つ
け
知
識
も
身
に
つ

や
ぎ
さ
ん
が
ミ
ル
ク
を
コ
ッ
プ

に
な
み
な
み
と
つ
い
で
く
れ
る

の
日
II

な
の
で
た
。

す

。

お

父

さ

ん

頃

、

、
主
人
は
遊
ぎ
、
肱
川
町
に
も
な
れ
、
よ
さ

と
お
母
さ
ん
と
美
げ
〗
[
汀

□い
〖
〗
〗
O
の
で
す
o

た
v
さ
ん
の
ヽ
ジ
J
ち

L止
ハ
ぶ
と
い
う
と
ヽ
も
わ
か
つ
て
、
来
た
当
臆
山

動
物
園
に
行

v
見

た

こ

と

も

な

い

色

と

り

ど

り

そ

う

を

食

べ

な

が

ら

、

太

郎

は

イ

’

い

つ

も

一

人

が

の

中

な

の

で

び

っ

く

り

し

て

、

こ

と

に

な

っ

て

何

も

か

も

忘

れ

て

し

ま

い

ま

し

出

か

け

ま

し

な

ん

で

も

な

い

所

へ

来

た

と

、

た

。

「

太

郎

ち

ゃ

ん

、

私

の

背

た

。

私

は

い

つ

な

げ

い

た

こ

と

を

思

い

出

し

ま

の
花
の
中
を
蝶
々
が
楽
し
く
舞

い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
夕
い
遊
ん
で
お
日
さ
ま
は
、
ニ
コ
に
の
り
ま
せ
ん
か
」
白
い
毛
の
マ
ャ
~

ー
も
一
人
で
、
さ
す
。
そ
し
て
今
、
い
ろ
い
ろ
な

方

か

ら

黒

い

雲

―

ー

コ

や

さ

し

い

光

を

な

げ

て

い

馬

さ

ん

が

言

い

ま

し

た

。

「

僕

み

し

い

思

い

を

こ

と

は

あ

っ

た

け

ど

、

来

て

よ

ま
し
た
。
「
あ
ら
太
郎
ち
ゃ
ん

が

広

が

っ

て

、

の

っ

た

こ

と

な

い

か

ら

駄

目

だ

し

て

い

ま

し

か

っ

た

と

思

い

ま

す

。

い

ら

っ

し

や

い

」

黄

色

い

蝶

が

た

。

帰

っ

て

来

子

供

二

人

も

皆

学

校

へ

行

ぎ

て
は
「
お
前
も
一
出
し
、
主
人
と
子
供
と
を
送
り

ポ

ッ

リ

ポ

ッ

リ

、

よ

」

と

い

う

と

「

面

白

い

で

す

と
雨
が
降
り
だ
声
を
か
け
ま
し
た
。
「
さ
あ
よ
、
さ
あ
、
の
っ
て
見
て
」
と

遊
び
ま
し
ょ
う
よ
」
み
な
の
蝶

．．．
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B
念

樹

塁

兵

頭

一

重

し

ま

し

た

。

背

を

低

め

て

く

れ

ま

す

。

太

郎

が
寄
っ
て
き
ま
し
た
。

は

乗

っ

て

見

よ

う

と

思

い

ま

し

―

-

＝

ロ

「
お
母
さ
ん
雨

た
。
馬
さ
ん
は
、
パ
カ
。
ハ
カ
ひ

が
降
っ
て
き
た
太
郎
は
う
れ
し
く
な
っ
て
、

よ

」

太

郎

は

空

つ

い

て

行

く

う

ち

、

自

分

も

知

底

冷

え

の

す

る

寒

い

日

げ

す

く

す

く

と

育

っ

て

匠

を

な

が

め

て

、

ら

ぬ

ま

に

、

蝶

の

よ

う

に

、

ひ

ず

め

の

音

を

立

て

な

が

ら

花

園

バ

ラ

の

花

を

胸

に

少

年

式

を

し

い

が
っ
か
り
し
ま
ら
ひ
ら
花
か
ら
花
へ
、

舞
い

移

を

か

け

て

行

き

ま

す

。

迎

え

吾

子

へ

の

願

い

を

こ

め

し

た

。

「

そ

う

っ

て

い

る

の

で

し

た

。

太

郎

は

ま

る

で

王

子

様

に

な

庭

に

植

え

た

金

木

せ

い

今

日
も
ま
た
一
段
と
み
ど
り

困

っ

た

わ

ね

、

そ

し

て

甘

い

香

り

と

共

に

、

っ

た

よ

う

な

愉

快

な

気

持

に

な

や

わ

ら

か

な

新

芽

が

＇
初

夏

を

濃

く

し

た

た

。

っ

て

、

の

り

続

け

て

い

ま

し

の

太

陽

に

ま

ぶ

し

く

光

る

こ

の

記

念

樹

に

こ

や

し

を

入

し
っ
か
り
と
大
地
を
ふ
み
し
れ
る

で
も
明
日
に
な
立
派
な
お
城
に
つ
き
ま
し

れ
ば
き
っ
と
よ
お
城
に
は
、
お
じ
い
さ
ん
と
、
た
。
「
さ
あ
、
今
度
は
僕
に
の

い

天

気

に

な

る

お

ば

あ

さ

ん

が

い

ま

し

た

。

」

っ

て

高

い

空

を

飛

ん

で

見

ま

せ

め

根

を

張

り

幹

を

枝

を

広

へ／

（童話）
‘‘ 

太 郎 の 夢 市之畦 J 11 中 キ ク 子
ー
お
母
さ
ん
の
作
品
ぞ
く
ぞ
く
ー

「
蛙
の
び
ょ
ん
古
」
な
ど

23
点

“ 

鼻

黒
猫
と
娘

肱
栄

兵
頭

重 鍼

＜俳 旬＞
大

母
と
子
の
も
つ
れ
る

庭

の

母

さ

ん

の

声

泣

け

て

来

る

-

あ

た

た

か

ぎ

電

話

ロ

広

常
久
保
良
子
＿
お
ふ
く
ろ
の
味
が
待
っ
て
る

盆
休
み

た
ん
こ
ぶ
ヘ
チ
チ
ン
プ
ィ
プ
ィ

母
の
つ

ば

鯉
の
ぽ
り

広

常

久

保

良

子

母
の
愛
こ
め
て
教
え

る

J 11 

柳

鯉
の
匠
り

・
贔

•
9

・

筏
う
ず
り
し
肩
手
指

さ
す

自
転
車
に
乗
る
子
乗
ら
ぬ
子

鯉
の
匠
り
＿

柿
若
葉

乳
首
口
共
に
見
上
げ
一
園
児
ら
の
作
り
て
小
さ
き

る

鯉

の

底

り

見
え
ぬ
児
に
あ
れ
よ

あ

れ

よ

と

＿

母

の

日

や

吾

子

つ

け

く

れ

し

カ
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